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1.　 組織の概要

1) 名称及び代表者名

株式会社　三恵電業

代表取締役　田村　瑞男

2) 所在地

本社 長崎県諫早市貝津町1426番地2

3) 環境管理責任者

4) 連絡先

TEL：　0957-26-6099

FAX：　0957-26-6088

e-mail： sankei26@abelia.ocn.ne.jp

5) 会社概要

　●資本金　　　　25,500,000円

　●法人設立　　 昭和53年11月7日

　●許可登録　　 

　　　　 ・特定建設業許可　　長崎県知事　許可（特ー２）第2380号

電気工事業　電気通信工事業

(許可の有効期限　令和 2年 7月28日～令和 7年 7月27日)

　

　●加入団体

　 　　　　 ・全日本電気工事業工業組合連合会

※長崎県電気工事業工業組合諫早支部

6) 認証・登録の範囲 　当社は全事業・全組織を登録範囲としています。

7) 事業規模 (決算年度は11月～翌年10月）

単位
2021年11月～

　　　　2022年10月

百万円 1,809

人 44

㎡ 740.16㎥

㎡ 924㎥

総務部長　山口　康祐

₋2₋

項目

売上

床面積

従業員数

敷地面積



2.　 環境経営方針

　株式会社　三恵電業は、建設業として公共性を伴う事業活動を通じて、地球温暖化問題への

取組みや地域の環境活動に自主的に・積極的に取り組みます。

　お客様に喜んでいただける品質良く、無駄なく、タイムリーにお客様に提供することが当社の

一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって環境保全及び環境経営システムの継続的改善に

取組んでまいります。

１　事業活動に伴う環境への負荷を削減する為に、以下の環境への取組を実施します。

　　1)　創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素量の削減に努めます。

　　2)　適正な利用により水使用量の削減に努めます。

　　3)　廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制に努めます。

　　4)　当社の事業活動に関する環境配慮を推進します。

2　建設現場や地域社会における環境保全活動を実施し、地域の環境保全に貢献します。

3　当社の事業活動において関連する環境関連法規等を順守します。

4　環境経営方針は全ての従業員にあらゆる機会を通じて周知徹底を図ります。

5　環境経営レポートを作成し公表します。

制定日：2023年3月1日

株式会社　三恵電業

代表取締役　田村　瑞男

≪基本理念≫

≪環境経営方針≫

₋3₋



３.　環境経営目標

当社の環境経営目標は2022年度実績を基準値として策定しています。

各年度は 6月～翌年 5月とします。

kg-CO2 83,871.5 83,032.8 82,194.1 81,355.4

事務所 kWh 35,263.0 34,910.4 34,557.7 34,205.1

全社 ℓ 17,772.0 17,594.3 17,416.6 17,238.8

全社 ℓ 10,800.0 10,692.0 10,584.0 10,476.0

事務所 ℓ 482.0 477.2 472.4 467.5

一般廃棄物

(ﾘｻｲｸﾙを除く)
㎏ 2,610.0 2,583.9 2,557.8 2,531.7

建設副産物

(再資源化率の向上)
㎏ 75,207.0 74,454.9 73,702.9 72,950.8

　全社 ㎥ 251.0 248.5 246.0 243.5

㎥

件 0

回 4 本社及び現場周辺の清掃に取り組む

※　当社は化学物質の使用はありません。

※　購入電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力2021年度、調整後排出係数

　　 0.385㎏-CO2/kWhを 使用しています。

※ 自社からの産業廃棄物排出量は量が少なく殆どリサイクルしており、分別・削減活動に努めます。

※　一般廃棄物は段ボール等は全てリサイクルしており除外しています。

2025年度

(▲3％削減)

　　軽油使用量

項目 単位

目標

2024年度

(▲2％削減)

2023年度

(▲1％削減)

基準値

2022年度実績

₋4₋

1　全社二酸化炭素排出量

　　電気使用量

　　ガソリン使用量

2廃棄物排出量

4環境に配慮した工事の推進

（苦情件数）

5地域貢献活動の推進

3水使用量

灯油

施工計画の前に作業環境の調査し問題点に配慮した取

組。（結果として苦情ゼロ件を目指す。）



4 環境経営計画

事務所及び建設現場の事業活動における環境への負荷を低減するために、

以下の活動に取り組みます。

担当者 責任者

1.使用していないパソコンの電源を切る 全従業員

2.未使用時の電気消灯 全従業員

3.空調温度の適性化（冷房28℃　暖房20℃） 全従業員

4.働き方見直しによる残業時間の短縮 全従業員

1.アイドリングストップの徹底 営業・現場

2.エアコンンの適切な使用 営業・現場

3.法定速度の厳守・エコドライブ運動の徹底 営業・現場

4.効率的な運行ルートの検討 全従業員

1.廃棄物の分別を徹底する 全従業員

2.コピー用紙　裏紙を利用する 全従業員

3.両面印刷を心がける 全従業員

1.廃棄物の削減・分別を徹底する 現場員

2.廃棄物の再資源化、再資源化先の開拓に努める。 現場員

1.節水シールの貼付けで意識付 環境事務局

2.水道の蛇口を調節して必要以上に使わない。 全従業員

1.建設騒音・振動の発生防止 現場員

2.残余資材のリユース、リサイクル化の徹底 現場員

3.建設副産物発生の削減、分別による再資源化 現場員

4.環境影響の最小限化協議 現場員

1.事務所・近隣周辺の（アダプト活動）清掃活動 全従業員 営業部長

工務部長

₋5₋

環境経営計画の内容

電気使用量の削減

地域保全活動の実施

建設副産物

（再資源化率の向上）

廃

棄

物

排

出

量

の

削

減

一般廃棄物の削減

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

水資源使用量の削減

環境配慮の推進

総務部長

総務部長

ガソリン・軽油使用量

の削減



５. 　実施体制　【環境経営組織及び役割・責任・権限】

環境管理責任者

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書（案）の作成

環境関連法規の取りまとめ表の作成及び最新版

環境経営レポートの作成、公開

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取り組み実施

環境関連法規等の遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

　

₋6₋

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の決定・見直し

環境に関する実行責任者

環境委員会

全従業員

環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

田中　良 赤島　告太郎

環境事務局

（主）小栁　義彦

（副）阿部　亮子

工務部

EAシステムの確立、実施推進、維持管理

EAシステムに関する実施状況の把握

及び経営者への報告

営業部

代表取締役

田村　瑞男

山口　康祐



　６.　環境経営目標の実績・取組結果とその評価　(試行期間：2023年3月～5月）

環境経営目標の実績及び評価は、以下のとおりでした。

環境経営目標は2022年度実績を基準値として策定しています。

※ 試行期間の目標値は年間目標×３/12とします。

基準年度

年間目標 
試行期間

目標B
実績C

kg-CO2 83,871.5 83,032.8 20,758.2 21,416.7 97% ○

事務所 kWh 35,263.0 34,910.4 8,727.6 7,657.0 114% ○

全社 ℓ 17,772.0 17,594.3 4,398.6 4,610.0 95% ○

全社 ℓ 10,800.0 10,692.0 2,673.0 3,013.0 89% ×

事務所 ℓ 482.0 477.2 119.3 0.0 - ○

一般廃棄物 kg 2,610.0 2583.9 646.0 710.0 91.0% △

建設副産物 kg 75,207.0 74454.9 18,613.7 49,965 37.3% ×

事務所 ㎥ 251.0 248.5 62.1 56 111% ○

件 苦情なし ○

年/４回 ○

※　評価判定は９5％以上は○　９０％～95％未満は△　　90％未満は×

※　当社は化学物質の使用はありません。

※　九州電力2021年度二酸化炭素排出係数について、調整後排出係数（事業者全体）0.385kg-CO2/kWhを

　 　使用しています。

※ 自社からの産業廃棄物排出量は量が少なく殆どリサイクルしており、分別・削減活動に努めます。

※　一般廃棄物は段ボール等は全てリサイクルしており除外しています。

₋7₋

本社周辺の清掃

2023年度

4工事現場の環境配慮

(苦情件数)

5地域貢献活動の推進

(本社及び現場周辺清掃)

1二酸化炭素排出量の削減

　　電気使用量削減

　　ガソリン使用量削減

2廃棄物排出量の削減

3水使用量の削減

　全社二酸化炭素排出量

　灯油使用量

評価
達成率

B/C
2023.3.1～2023.5.31

環境に配慮した工事に努めた。

　軽油使用量

2022年度実績
単位項目

各年度は6月～翌年5月とします



 ７.　

(1) 二酸化炭素排出量の削減

電力による二酸化炭素削減 〇

〇

△

×

〇

〇

△

×

〇

(2) 廃棄物排出量の削減

〇

〇

△

△

△

(3) 水使用量の削減

〇 次年度も引続き使用量の削減に意識を向けた推進を行う。

・廃棄物の再資源化、再資源化先の開拓

水使用量の削減

・節水シートの貼付けで意識付

つつある。次年度も同様の取組を徹底し排出量の削減に推進する。

四半期で割った数値を目標にしたら実態にそぐわない可能性がある。

廃棄物の削減、分別の徹底につては看板を作成し各自への意識付け

建設副産物排出量削減及び再資源化

・マニフェストの管理を徹底

・廃棄物の削減、分別の徹底

一般廃棄物排出量の削減

・廃棄物の分別、コピー用紙裏紙利用

・両面印刷を心がける

排出量が昨年より増加したのは駐車場の植木を2年に1回手入れを

するためである。廃棄物の分別。コピー用紙裏紙利用促進は定着し

灯油による二酸化炭素削減

・室内温度暖房20°Cの徹底

3～5月の期間については季節的にも過ごしやすい温度で、空調関係

の調整はほとんど不要であった。このことが削減の要因となっている。

未使用時のパソコン、照明の消灯については、まだまだ浸透していない。

次年度は今期の取組を強化して推進する。

不合格となった。３月に工事が集中した結果が大きな要因である。

法定速度の厳守については余裕ある運転計画を心がけ、効率的な

運行ルートを計画する。次年度も今期同様の取組を強化する。

・アイドリングストップの徹底

・エアコンの適切な使用

・法定速度の厳守・エコドライブ運動の徹底

・効率的な運行ルートの検討

・空調温度の適性化（冷房28°C　暖房20°C）

・未使用時のパソコン、照明の消灯

・働き方見直しによる残業時間の短縮

ガソリン・軽油による二酸化炭素削減

環境経営活動の実績・取組結果とその評価、並びに次年度の環

境経営目標及び環境経営計画

₋8₋

取組対象

取組対象

取組対象

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組

季節的にも暖房を使用しないので使用量ゼロの結果です。

次年度は特に12月～3月までの数値目標を立直し実態に合った計画

を図り取組を強化推進する。

を徹底する取組を実施。次年度は実績に合わせた目標設定をする。



(4) 地域に配慮した工事の推進

〇

△

△

△

(5) 地域貢献活動の推進

〇

₋9₋

取組対象 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組

取組対象 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組

地域貢献活動の推進

・本社及び近隣周辺の清掃活動 計画の通り2回実施した。

（アダプト活動） 次年度以降も年4回実施を継続する。

工事現場の環境配慮

建設副産物発生の削減、分別による再資源化

目標（苦情件数0件） 苦情件数セロ件で目標達成できた。次年度の取組も今年度と同様

環境影響の最小限化協議 に取り組む。但し、施工計画前に現場周辺の環境調査を徹底する

残余資源のリユース、リサイクル化の徹底 と共に、分別による再資源化等も積極的に推進していく。



法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

2023年 6月 1日

環境管理責任者　山口　康祐

□　変更なし □　変更あり

□　変更なし □　変更あり ・実績を踏まえて見直すこと

□　変更なし □　変更あり

2023年 6月 1日

株式会社　三恵電業

代表取締役　田村　瑞男

②違反、訴訟等

   当社は環境活動取り組みの一環として定期的に環境関連法規の遵守状況を確認しており

危険物の保管

業務用空調機、冷凍庫、冷蔵庫の設置

₋10₋

・運用期間は短いが、電気使用量・水道使用量は、ほぼ目標を達成した。今後も継続して排出量削減に取組んでいく。産業廃

棄物に関しては目標を大きく下回ってしまった。主な要因として公共工事年度末完成工事や大口繰越工事の集中がある。現場で

の廃棄物においては、計測することを意識付けし、分別廃棄をしていく。ということから始めた。まだまだこれから改善していかなければ

ならないことの方が多い。

・地域の清掃活動（アダプト活動）については、例年の通り取組んでいく。

※良かったことは、排出量削減を意識することで経費削減にもつながると従業員も認識できた事。まだ目に見えて削減効果は現れ

ていないが、今後も意識して減らせるものは減らしていけるように、エコアクション２１を活用して、これからの課題解決に向けて、会

社全体で推進していく。

環境関連法規への違反はありません。

　　また訴訟についても同様にありませんでした。

今後においても環境関係法規、条例等を理解した上で、法律の遵守に努めます。

変　更　の　有　無 変更有の場合の指示事項

１．環境経営方針

２．環境経営目標・計画

３．実施体制他

９．代表者による全体の評価と見直し・指示

８.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

下水道法

消防法（危険物）

フロン排出抑制法

該当する設備・項目

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出

空気圧縮機、送風機の設置

適用される法規制

環境関連法規制等名称

浄化槽の使用

除害施設の設置

空気圧縮機の設置

洗浄設備の設置

廃棄物処理法

騒音規制法

振動規制法

水質汚濁法

浄化槽法

✓

✓

✓



【事務所倉庫】　

【節電・節水】

10．これまでの環境活動の紹介

₋11₋


